
217

照射架橋プラスチックについて　Irradiated cross linked plastic materials

技
術
資
料 

項目 

耐電圧特性 

体積抵抗率（Ω・cm ） 

誘電率 

引張り強さ 

耐摩耗性 

定格温度（℃） 

難燃性 

はんだ耐熱性 

耐寒性（2） 

端末剥離性 

可とう性 

シャープエッジに対する強度 

○ 

1012～1015 

3～7 

○  

○ 

60 

自己消火性 

× 

－30℃ 

◎ 

◎ 

○ 

○ 

1012～1015 

3～7 

○ 

○ 

80～105 

自己消火性 

× 

－20℃ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

1012～1015 

3～5 

◎ 

◎ 

80～105 

自己消火性 

◎ 

－20℃ 

◎ 

○ 

◎ 

◎ 

1018 

2.3 

△ 

○ 

60～75 

可燃性 

× 

－60℃ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

1018 

2.3 

○ 

○ 

80～105 

可燃性 

◎ 

－60℃ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

1012～1016 

2.5～4 

○ 

○ 

80～125 

自己消火性 

◎ 

－30℃ 

○ 

○ 

◎ 

PVC 耐熱PVC IR-PVC PE IR-PE M-IR-PE

2.  照射ワイヤの特性　Properties of wire

材料種類 
Material

照射架橋PVC 

照射架橋PE 

照射架橋難燃PE 

照射架橋発泡PE 

照射架橋難燃発泡PE

IR-PVC 

IR-PE 

M-IR-PE 

IR-PEF 

M-IR-PEF

3443, 1430, 1431 

1553 

3265, 3266, 3271 

1631, 2623 

1691, 2791

材料記号 
Code

代表的 UL AWM 製品 
Typical UL Styple wire

１．  照射架橋プラスチックの種類と照射ワイヤ 
　 Typical wire and material

照射ワイヤとは，照射架橋PVCや照射架橋PEを絶縁体とした電線

の総称です。 

PVCやPEは，電気的特性，機械的特性，耐化学薬品性に優れており，

しかも比較的廉価であることから広範囲に用いられています。ただ

し短所は高温になると軟化，溶融し，変形してしまう点です。しか

しPVCやPEを架橋させると，分子構造が三次元的結合構造となり，

融点以上に温度を上げても溶融，流動がなくなり，著しく耐熱性の

向上が図れるほか，機械的強度，耐溶剤性，耐熱応力亀裂性なども

向上します。 

照射ワイヤにはつぎのような種類があります。 

技術資料 
Technical data

絶縁体ジャケット材料 
Insulation and jacket materials9 3

（備考）１．◎○△×の順で優劣を示す。 

　　　  ２．耐寒性は巻付試験での結果を示していますが，０℃以下の温度で作業する時は，事前にご確認ください。 

             ３．材料の名称　Description of materials 
                    IR-PVC 　   照射架橋PVC　Irradiated cross linked PVC 
                    IR-PE 　　  照射架橋PE　Irradiated cross linked PE 
                    M-IR-PE 　 照射架橋難燃PE　Irradiated cross linked flame retardant PE 
                    IR-PEF 　　照射架橋発泡PE　Irradiated cross linked foamed PE 
                    M-IR-PEF　照射架橋難燃発泡PE　Irradiated cross linked flame retardant foamed PE
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3．  照射架橋のメカニズム　Molecular model of cross linking

4．  照射架橋の効果のメカニズム　Molecular model showing improved heat suitability

3.1. 架橋機構（PEの例） 

3.2. 電子線照射装置概要　Facility 
 

この様に分子間に架橋することによる三次元的結合を持った高分子材料は，架橋前のプラスチックに比較して，熱安定性が大幅に向上します。

350℃／５秒以内では，はんだごてが触れても溶融，収縮，変形を起こすことがなくなります。 

→耐はんだ性の向上が図れます。なお，電気的特性，基本的な物性の変化はありません。 

技術資料 
Technical data

絶縁体ジャケット材料 
Insulation and jacket materials9 3

トランスにて高電圧を発生（300～3,000kV） 

直流高圧ケーブルを経て，加速管部に高電圧が印加される。 

フィラメントから放出された電子群は，加速管部で加速

され高エネルギーを得る。 

スポット状の高速電子は，走査コイルで，帯状に走査（ス

キャニング）され，薄いチタニウム製の取出窓を介し，

大気に取り出される。 

取出窓の直下を通過する被照射体にエネルギーを与え架

橋反応が起こる。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

分子 

分子の並び 

架　橋 

照射架橋PEPE（未照射） 電子線照射 

電子線照射 分子間橋がけ 

ee

e

分子 
架橋 

分子間がハシゴ状になり 
スベリが止まり、収縮、  
溶融が少なくなる。  

加熱 
（はんだごて）  

PE（未照射） 照射架橋PE

熱により分子間のスベリ発生 

収縮、溶融 

　
 　
 　
 

コンクリート 
遮へい 

電子筒 

走査コイル  

走査管 

操作盤 

直流高電圧発生 
トランス 

（300～3,000 kV） 

被照射体 

電子線取出窓 

高エネルギー電子線 

フィラメント 

直
流

高圧
ケー
ブル

加速管 
 




